
 

私が所属します立憲民主党・民権クラブ県議団
では、19日黒岩知事に対し、緊急要望書を提出。
松本団長・赤野副団長・斉藤政調会長らが知事と
懇談を行いました。要望の内容は以下の通り。 

① 即応病床と医療人材の確保 
② 宿泊療養施設の拡充及び自宅療養者への対応充
実 

③ 新型コロナワクチンの接種について万全の体制
構築と市町村への支援 

④ 積極的疫学調査のあり方に対する代替措置 

県がやりきれない部分、小田原市民の命を守る
ためにも、ぜひ小田原市に動いて欲しいと思いま
す。要望内容は、１）濃厚接触者のカテゴリーに
は入らないが感染リスクが高い方　２）医療・介
護・幼保・教育現場で働く方たちには定期的に、3）
都内や政令指定都市など、感染者が圧倒的に多い
地域に通勤や通学している方には、積極的にPCR
検査を受けていただくよう市が働きかけをすると
ともに、検査費の補助をしていただきたい、とい
う内容。 
同じ立憲民主党小谷英次郎市議とともに、守屋

小田原市長へ提出しました。 

緊急事態宣言をうけて、県と市に要望書を提出しました。

1月19日　県議団として黒岩県知事に要望書を提出。

緊急事態宣言が出されてからも、感染拡大は止まらず、保健所機能も医療機関も逼迫しています。
また、ついにコロナ病床はキャパを超え、県内で入院が必要なのにできない方が97名（1/21）にも
達しています。そこで、神奈川県は、これまでの方針を以下のように大きく転換しました。 
①積極的疫学調査の対象者を狭める。 

②自宅療養者の安否確認の規模を縮小し、40歳以上に 
血中酸素測定器（パルスオキシメーター 
を配布し、自己管理へ。 

③民間の病院に対し、自院でコロナ陽性と判明した 
人は、これまでのようにコロナ専門病院に 
搬送するのではなく基本自院で受ける。 
こうした県の方針を受け、コロナ感染症のさらなる拡大を一刻も早く防ぎ、すこしでも県民が安
心できる対策をもとめ、神奈川県知事と小田原市長に緊急の要望を行いました！

神奈川県への要望 小田原市への要望

1月22日　小谷英次郎市
議とともに守屋小田原市
長に要望書を提出。 
（写真は福祉健康部長）

無症状感染者が捕捉されることなく、 
感染拡大はさらに悪化の危険性あり。ササキの視点

自宅療養者の死亡者が 
　　　さらに増える危険性あり。ササキの視点

民間医療機関で十分な感染対策が 
できるのか？現場からも不安の声。 

ササキの視点



県全体の医療の逼迫状況、各種支援を始めとした神奈川県の
コロナ関連の最新情報がLINEで自動的に届くほか、情報や神
奈川県発熱等診療予約も行えます！

  神奈川県公式LINEアカウント 
「新型コロナ対策パーソナルサポート」のご活用を！

LINEアカウントのQRコード

県のたより2021年1月特集号より 

＜このようなお知らせが届きます。＞


